
 

 母親に日頃の感謝の気持ちを伝える母の日は、世界各国に定着し

ているイベントです。 

 母の日が生まれたのは２０世紀初頭のアメリカです。   

 １９０７年、アメリカ在住のアンナ・ジャービスは亡くなった母のために追

悼会を開き、母が生前好きだった白いカーネーションを参列者に配りま

した。      

 １９１４年には、当時のアメリカ大統領であるウィルソンが、アンナの母

が亡くなった五月の第二日曜日を母の日として定め、国民の休日とな

りました。  

 最初は、母親を失くしている人は白いカーネーション、母親が健在な

人は赤いカーネーションを胸に飾っていましたが、やがて母親にカー

ネーションを贈る習慣に変化したといわれています。 

 日本でも母の日が浸透した当初は、母親が健在かそうでないかで

カーネーションの色を区別していました。しかし、母親を失くした子どもが

傷つくのではないかという声が上がり、母の日には赤いカーネーション

を贈ることが主流になりました。 
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感染症発生時迅速に対応し拡大予防をする為勉強会を行いました。 

今回の内容は汚物（嘔吐物・排泄物等）発生時の対応になります。 

 

（準備するもの） 

使い捨て手袋、マスク、ガウン、シューズカバー、ゴミ袋（一次回収

袋、二次回収袋）、ペーパータオル、新聞紙 

次亜塩素酸ナトリウム液（以下調整液とする）は5～6％で希釈する。 

 

上記は感染対応時必要なものになります。施設としてはいつでも対応

できるよう日頃から準備をしています。 

勉強会では嘔吐をした人、介助をする人に分かれて一通り流れで行い

間違いがないか確認します。また、マニュアルも使用し手順に間違い

がないかを介護職員や看護師と確認します。 

感染症発生時は拡大させないよう対応を行い、入居者様が安全な生活

を送れる様支援をしていきます。 

 

伊藤 令様 95歳 

草野 幹雄様 87歳 

太田 弘様 87歳 宮田 敏子様 84歳 

佐藤 照子様 90歳 鈴木 八重子様 95歳 

 ゴールデンウィークも終わり、夏の暑さが

すぐそこまで来ています。先月まで肌寒くて

上着が手放せなかったと記憶していますが、

ここ最近は上着を羽織っていると汗が噴き出

してくるようになったような気がします。 

 これからも季節の変わり目が近くなり、暑

いのか寒いのかはっきりしない、もしくは急

に気温の変動することがあると思います。 

 体調を崩さないように気をつけてこれから

の季節を乗り越えていきましょう。 

                広報委員 

感染症勉強会 

石川 常雄様 93歳 

中尾 敬様 93歳 

藤枝 恒雄様 85歳 

勉強会の様子です。 

感染症対応キットを

準備しています。 

 運動会シーズンということで、アコモードでもミニ運動会を行いま

した。紅白ハチマキで気合十分！玉入れや大～きなボウリングで身体

を動かしました。玉入れではストップがかかってからもコッソリ入れ

る方の姿が・・・笑。そのお陰か？！結果は同点！！ 

 ボウリングは大きなピンが倒れると自然と拍手が起こり、皆さん笑

顔が見られました。今回は『ミニ』で短い時間ではありましたが、楽

しんで頂けたようです。今後もちょっとした運動になる様なレクリ

エーションを企画し、皆さんに元気いっぱい過ごして頂ける様工夫し

ていきます！ 

6月の予定 

 

誕生日会  

8日（日）  

お化粧ボランティア 

『りんごの木』 10日 

歌のボランティア 

『かたつむり』 13日 

理美容 

2階 16日（月） 

3階 17日（火） 
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